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15 熊副洋幸，中園貴彦，蒲地紀之，入江裕之，工藤 祥，有働和馬，魚住二郎：左腎盂十二指腸瘻の

１例．第22回腹部放射線研究会．2008，６，６-７．

16 森田秀祐，西田宏二，阿座上聖史，知念正明，富永由紀子，水口昌伸，松山 悟，渡邊恵子，岩切

龍一，藤本一眞：粘膜下腫瘍様の隆起形態を呈した未分化型胃癌の１例．第４回日本消化管学会総

会．2008，２，７-８．抄録集 383．

17 元島成信，野口智幸，入江裕之，西原正志，平井徹良，大石光寿，松島俊夫，工藤 祥：もやもや

病診断における頸動脈管径測定の有用性に関する検討．第44回日本医学放射線学会秋季臨床大会．

2008，10，22-24．日本医学放射線学会秋季臨床大会抄録集 S499．

18 中村和正，塩山善之，徳丸直郎，林 靖之，大屋夏生，平木嘉幸，楠原和朗，戸板孝文，末藤大明，

早渕尚文，寺嶋廣美，牧野 正興，神宮賢一：前立腺癌に対する外照射における CTV決定の個人差

の検討．第17回日本高精度放射線外部照射研究会．2008，３，８．



19 西原正志，水口昌伸，江頭玲子，岡島由佳，入江裕之，工藤 祥：イレウス症状で発症した Crohn

病の２例．第18回救急放射線研究会．2008，10，24．日本医学放射線学会秋季臨床大会抄録集

S574．

20 野口智幸，入江裕之，西原正志，平井徹良，大石光寿，吉浦 敬，井村千明，工藤 祥：３テスラ

MRを用いたアーテリアル・スピン・ラベリングにおける ivy sign：もやもや症候群の２例経験．

第36回日本磁気共鳴医学会大会．2008，９，11-13．

21 野口智幸，吉浦 敬，イヴァン チミン，樋渡昭雄，山下孝二，永尾英毅，鎌野 礼，奥秋知幸，マ

ルク ファンカウテレン，本田 浩：３テスラMRを用いたアーテリアル・スピン・ラベリングによ

る領域別画像の初期経験．第36回日本磁気共鳴医学会大会．2008，９，11-13．

22 野口智幸，西原正志，入江裕之，平井徹良，大石光寿，工藤 祥：Pulsed arterial spin labeling

(PASL)による定量評価の理論的背景．第44回日本医学放射線学会秋季臨床大会．2008，10，

22-24．日医放秋季臨床大会抄録集 S526．

23 岡島由佳，中園貴彦，入江裕之，元島成信，山崎文明，橋口真理子，横山正俊，工藤 祥：卵巣類

内膜腺癌 Sertoliform variantの１例．JSAWI 2008．2008，９，５-６．

24 岡島由佳，中園貴彦，入江裕之，西原正志，元島成信，松尾義朋，工藤 祥，横山正俊，山崎文朗：

卵巣セルトリ・間質細胞腫瘍の２例．第44回日本医学放射線学会秋季臨床大会．2008，10，22-24．

日医放秋季臨床大会抄録集 S512．

25 坂井達哉，冨永直之，鶴岡ななえ，中山昌之，有馬誠一郎，萬年孝太郎，下田 良，綱田誠司，坂

田祐之，水口昌伸，岩切龍一，藤本一眞：化学療法後に胃前庭部狭窄を合併した胃非ホジキンリン

パ腫の一例．第92回日本消化器病学会九州支部例会 第86回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．

2008，11，21-22．抄録集 83．

26 笹栗弘平，中園貴彦，江頭秀哲，野尻淳一，入江裕之，工藤 祥，三好 篤，宮崎耕治，甲斐敬太：

膵内副脾より生じた epithelial cystの一例．第22回腹部放射線研究会．2008，６，６-７．

27 内野 晃，江頭玲子，野見山圭太，高瀬幸徳，工藤 祥：3D-TDF-MRAにおける上眼静脈の描出

について―3T装置での検討―．第37回日本神経放射線学会．2008，２，14-15．抄録集 22．

28 山口 健，中園貴彦，入江裕之，工藤 祥，平井朋恵，岩坂 剛，山崎文明：血管腫成分を含む卵

巣由来の奇形腫の１例．第22回腹部放射線研究会．2008，６，６-７．

地方規模の学会

1 阿部一之：平成20年診療報酬改定を受けて．JIRA医療施設様向け研修会．2008，11，８．JIRA医

療施設様向け研修会．

2 江頭秀哲，野尻淳一，入江裕之，野口智幸，大塚貴輝，工藤 祥：ジェルパートを用いた TAE後胆

管障害の検討．第４回日本 IVR学会九州地方会．2008，12，20．

3 原由紀子，野口智幸，元島成信，入江裕之，工藤 祥，岡本浩昌，松島俊夫，朴 美花：Subfrontal
 

schwannomaの１例．第167回日本医学放射線学会九州地方会．2008，６，21-22．

4 平井徹良，水口昌伸，中園貴彦，工藤 祥，佐藤清治，櫻木 徹，甲斐敬太，徳永 蔵：食道由来

と えられる気管支原性嚢胞の二例．第166回日本医学放射線学会九州地方会．2008，２，16-17．

5 廣木昭則，中島弘泰，永見範幸，阿部一之：エクセルを使用した標準測定法01に準拠した電子線吸

収線量曲線作成プログラムの開発．第３回九州放射線医療技術学術大会．2008，11，１-２．第３回

九州放射線医療技術学術大会 予稿集 101．



6 成末彰博：九州発 SPECTの標準化は可能か？（脳）．第22回日本核医学技術学会九州地方会．

2008，６，７．第22回日本核医学技術学会九州地方会予稿集 31（シンポジウム)．

7 池田真菜美，秋山義弘，浦辺 好，一瀬木立，北村茂利，姥 浩二，堂込清史，阿部一之：NATIVE

法による非造影MRAの至適パラメータの検討．第３回九州放射線医療技術学術大会．2008，11，

１-２．第３回九州放射線医療技術学術大会予稿集 73．

8 近藤哲矢，水口昌伸，工藤 祥，綱田誠司，池田英雄：特異な形態をとった胃前庭部憩室の２例．

第167回日本医学放射線学会九州地方会．2008，６，21-22．

9 熊副洋幸，古森雅志，若松謙太郎，永田忍彦，加治木章，真栄城兼誉，永松佳憲，中園貴彦，工藤

祥：気腫性肺嚢胞内にポリープ状に発育した原発性肺腺癌の１例．第166回日本医学放射線学会九州

地方会．2008，２，16-17．

10 永見範幸，中島弘泰，廣木 則，阿部一之：当院の治療システム（ONCOR）の紹介．第３回九州放

射線医療技術学術大会．2008，11，１-２．第３回九州放射線医療技術学術大会予稿集 118．

11 中山昌之，藤瀬剛弘，小松未生，萬年孝太郎，白石良介，山口加奈子，下田 良，綱田誠司，坂田

祐之，水口昌伸，岩切龍一，藤本一眞：消化管出血を契機に発見された胃多発脂肪腫の一例．第91

回日本消化器病学会九州支部例会・第85回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2008，6，13-14．

プログラム・抄録集 127．

12 西原正志，梶原哲郎，今井詩乃，井上昭宏，牧角健司，古賀 聡，折田博之，増田正憲，森 大輔：

描出に難渋した大腸癌の２症例．第166回日本医学放射線学会九州地方会．2008，２，16-17．

13 野尻淳一，江頭秀哲，大塚貴輝，蒲地紀之，入江裕之，工藤 祥：無水エタノールによる同側穿刺

簡易経皮肝門脈塞栓術（新佐賀法）．第４回日本 IVR学会九州地方会．2008，12，20．

14 大石光寿，中園貴彦，元島成信，入江裕之，工藤 祥，安永牧生，内橋和芳，山崎文明：広靱帯由

来のウォルフ管起源と えられる腫瘍の一例．第167回日本医学放射線学会九州地方会．2008，６，

21-22．

15 坂井達哉，冨永直之，鶴岡ななえ，中山昌之，有馬誠一郎，萬年孝太郎，下田 良，綱田誠司，坂

田祐之，水口昌伸，岩切龍一，藤本一眞：化学療法後に胃前庭部狭窄を合併した胃非ホジキンリン

パ腫の一例．第92回日本消化器病学会九州支部例会 第86回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．

2008，11，21-22．抄録数 83．

16 白石良介，中山昌之，綱田誠司，岩切龍一，藤本一眞，陣内重信，平野正弘，森田秀祐，内田 哲，

水口昌伸，藤岡康彦，寺田洋臣，坂田恒彦，森山幹夫，中山信一，森 久男，服巻勝正，楢本純一，

隅 田男，坂田泰志，土橋清高，田中俊彦，山根秀樹，冬野誠助：佐賀県における胃癌検診成績．

第38回日本消化器がん検診学会九州地方会．2008，９，20．

17 鈴木宗村，江頭玲子，工藤 祥，松尾宗明：頭部MRIで診断できた 18q-症候群の１例．第166回日

本医学放射線学会九州地方会．2008，２，16-17．

18 鈴木宗村，梶原哲郎，牧角健司，清水勅君，渡辺哲雄，笹栗弘平，本坊拓也，生野 猛，増田正憲，

森 大輔，松石英城：胃癌と胃原発悪性リンパ腫（Diffuse large B cell type）合併の１例．第167

回日本医学放射線学会九州地方会．2008，６，21-22．

19 姥 浩二，堂込清史，北村茂利，一瀬木立，浦辺 好，秋山義弘，阿部一之：3TMRI用32チャンネ

ルコイルの初期検討．第３回九州放射線医療技術学術大会．2008，11，１-２．第３回九州放射線医

療技術学術大会予稿集 73．



その他の学会

1 原田宜典，久野晴丘，北村茂利，阿部一之：佐賀大学医学部附属病院における頭部 3D-Angioの紹

介．平成20年度佐賀県放射線技師会学術大会．2007，６，19-20．

2 松本絵里，角南克己，阿部一之：デジタルマンモグラフィの画像パラメータの検討．平成21年度佐

賀県放射線技師会学術大会．2008，６，21-21．

3 大石光寿，徳丸直郎，平川浩一，今泉 猛，戸山真吾，工藤 祥：大腸癌肺転移に対して定位放射

線治療を施行した１例．第20回九州放射線治療セミナー．2008，８，30-31．

4 徳丸直郎，平川浩一， 今泉 猛，廣木昭則，工藤 祥：体幹部定位放射線治療の初期経験．第24回

久留米放射線腫瘍談話会．2008，９，19．

研究助成等

職名 氏 名 補助金(研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
(千円)

助 教 徳丸 直郎 科学研究費補助金 基盤研究 切除可能中等度進行食道癌の治療，食

道切除か根治的化学放射線療法か：多

施設研究

50

助 教 野口 智幸 日本神経放射線学会研究補

助金

アーテリアル・スピン・ラベリング

（ASL）灌流画像における脳血管障害

での実用的評価法の確立

1,000

診療放射線

技 師

北村 茂利 日本放射線技術学会 平成20年度海

外研修派遣会

員

MR，CT，分子イメージングなどの講

義と研修ならびに 3Dラボでの実習ス

タンフォード大学（アメリカ合衆国

カリフォルニア州スタンフォード）

200

学術（学会）賞

職名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

診療放射線

技 師

北村 茂利 優秀学術賞 International Session Oral Presentation(The utility
 

of cardiac MRI examination that uses 32 channel
 

coil for 3T)

診療放射線

技 師

北村 茂利 杉森賞（診療部門 特別賞） 佐賀大学医学部における診療活動に顕著な功績


